












Immunological differences between concordant and discordant donors 


































400個)、ブタ，マウス問 (n=札移植ラ島1000個)でそれぞれ13.6:t 1. 4日、 3.6:tO. 5日であり、プ
ターマウス聞の方が有意に早く拒絶された.そこで、 in v i trolこおいて、 NODマウス牌細胞のラット、ブタ
異種細胞に対するリンパ球培殖反応を検討した。 NOOマウスのラット、ブタ・ラ島に対する反応で有意
差は認められなかった。 NODマウスのブタ牌細胞に対する反応は、細胞数、培養期間を変えて検討しで
もラットの牌細胞に対する反応よりも低かった。 NODマウスの牌細胞からイムノビーズを用いて純化
したCD4+Tリンパ球のプタ牌細胞に対する反応はラット牌細胞に対するそれと同程度であった。じかし、
CD8'Tリンパ球のプタ牌細胞に対する反応は認めなかった.
ブタラ島は糖尿病マウスに移植した場合、ラット・ラ島より早期に拒絶された。しかし、 invitro'こお
いてマウスTリンパ球はラット抗原に比し、ブタ抗原に対する反応性は低かった。この結果より、 Tリン
パ球の反応性だけでは拒絶期間の差を説明できず、 Tリンパ疎以外の免疫学的反応が重要な役割を担って
いるoJ能性が示唆された。
本論文は、異種間ラ島移植における拒絶について、種が近いもの同士、種が遠いもの同士では、拒絶機
序が異なり、種が遠いもの同士ではTリンパ球以外の免疫学的反応が軍要であることが示唆された.この
研究結果は異種間ラ島移植の拒絶機構解明の一端に寄与したものとして博土(医学)の学位を授与される
に値すると判定された。
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